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1.試験目的 

“ＮＭＲパイプテクター”によるＮＭＲ活水と水道水において植物（カイワレ大根、エン麦）の種子に

よる発芽比較を行いました。 

 
2.試験方法 

◆試験装置外観 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
3.結果 

カイワレ大根とエン麦について発芽比較試験を行ったところ、カイワレ大根では 3 回の試験平均でＮＭ

Ｒ活水を用いた発芽率が 83%に対し水道水は 39%とＮＭＲ活水の方が約 2倍発芽率が高かく、エン麦につい

ても1回の試験でＮＭＲ活水を用いた発芽率が81%に対し水道水は44%とＮＭＲ活水の方が約2倍発芽率が

高かった事が確認できました。この事より“ＮＭＲパイプテクター”を通過し、水のクラスターが細分化

された活水により各植物の種への浸透性が向上し発芽率がアップした事が実証されました。 

 
◆試験結果写真（カイワレ大根） 

 “ＮＭＲパイプテクター”活水 水道水 
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発芽数：0/60 
発芽率：0% 
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発芽数：53/60
発芽率：88% 
 

  
 
発芽数：29/60
発芽率：48% 
 

◆試験結果写真（エン麦） 
 “ＮＭＲパイプテクター”活水 水道水 
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発芽数：0/27 
発芽率：0% 
 

  
 
発芽数：0/27 
発芽率：0% 
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発芽数：22/27
発芽率：81% 
 

  
 
発芽数：12/27
発芽率：44% 
 

 

◆試験手順：写真の様に水槽を左右 2個準備し、右側の

み“ＮＭＲパイプテクター”を装着した。

水槽に水道水 10L をはり、循環させた。ス

ポンジﾞにカイワレ大根、エン麦の種を蒔

き、毎日発芽状況を観察した。 

 

◆試験条件：循環ポンプ流量：5L/min 

室温 17℃～25℃ 

水温 17℃～24℃ 

左：なし       右：“ＮＭＲパイプテクター”有り
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